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り､残 りの部分は非対流領域となって安定化 している構造のことで■ぁる｡ 外部から一様に温
めているにもかかわらず､このような局在状態が安定に存在することは興味深い｡ これまで
主に弱非線形領域において研究がなされてきたが､この局在構造は一般にサブクリティカル








ク トによって速度と波数の異なる領域に分かれ､ ドメイン構造をとっている｡ このようなタ








ルセルである｡ 従って長さ方向のアスペク ト比はr-46.2となる｡ 作業流体は 8wt%ェタ
ノール水溶液を用いた｡ トッププレー トの温度は 10.OoCに固定 し､セル下面をヒーターで
加熱する. 分離比 1両ま繊度のみでなく平均温度にも依存するが､今の場合およそ -0.46と











らにヒー トパワーを増大させるとレーリー数は増化 し (順方向)､進行波対流の速度はしだ
いに遅 くなり定常対流へと遷移する｡ 次に反対にレー リー数を減少させていくと (逆過樺)､
再び対流の進行速度は遅 くなり進行波対流へと移行する｡局在構造はこの逐次遷移過程の逆











の特徴 として≠ィフェク トがあるが､レー リー数の関数 として､一定時間間隔におけるディ


































































0 5 10 15 20
X
図3.a)DoubleLocalizedState.破線は右進行波､実線は左進行波を表す (S-1,9-9,
α-βニ 0ー.06,C0-0.5,cl- C2-0.5,C3-0.1).b)対流領域の長さ Lcのシステム長 L
依存性 (長 さは適当にスケール してある).
5.まとめ
本研究では次のことを明らかにした｡
1)換算 レー リー数 rの変化に対 して広い範囲で安定な DolbleLocalizedStateを兄い出
した｡ このとき二つの対流領域における進行波は同一方向に進行するものである｡
2)DoubleLocalizedStateの対流領域は ドメイン構造をもち､ディフェク ト数は rの増加
とともに減少する｡
3)連立複素振幅方程式の計算機 シミiレーションの結果､DoubleLocalizedStateに近い
解が存在する. また､システム長に依存 して進行波か ら DoubleLocalizedStateへ遷
移する｡
今後の課題 としては､どのようなメカニズムで DoubleLocalizedStateが生 じているのか明
らかにすることである｡ そのためには､局在対流状態の一次元的な情報だけでなく対流 ロー
ルの構造そのものを調べる必要 もあろう. この方向の実験として､現在スペtyクル速度相関
法による二次元流れ鳩の測定 も行なっている｡計算機 シミュレーションに関 しては､ここで
扱 ったモデルは､スーパークリティカル分岐を示す ものであったが､サブクリティカル分岐
に拡張 した計算 も現在進行中である｡
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